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沖縄県の食品ロス量を知っていますか？沖縄県の食品ロス量を知っていますか？

家庭での食品ロスを減らすコツ！家庭での食品ロスを減らすコツ！

　県内の食品ロス量は年間約6.1万トンで、県民１人当たり１日約115g（お茶碗
約１杯分）のまだ食べられる食品が毎日捨てられており、その半分以上は家庭か
ら発生しています。

　家庭での食品ロスの原因は、料理を作りすぎたりして残る「食べ残
し」や、未開封のまま食べずに捨ててしまう「直接廃棄」です。
　日々の食生活の中で、ちょっとした気遣いや行動で、食品ロスを減ら
すことができます。家庭での食品ロスを減らすことは、ごみを減らし、
食費の節約もできる、地球にもお財布にも優しい生活につながります。

食品ロス 減らして 増やそう ゆいまーる

「食品ロス削減推進」
ロゴマーク

３つの「ない」を心がけ、食材を無駄なく
使っておいしく食べきりましょう！

①買いすぎない　
②作りすぎない　
③食べ残さない

コブサラダ 
＜作りかた＞ 
①重箱の具材※をさいの目に切る。
②トマトやゆでたブロッコリ－、ゆで卵も用
意して同じようにカット。
③レタスを敷いた皿に彩りよく盛りお好みの
ドレッシングで食べる。
※三枚肉・ごぼう･昆布･かまぼこ使用　☆混ぜて食べてね。

＜作りかた6個分＞
①重箱の具材※をさいの目に切る。
②ホットケーキミックス200g、牛乳100ml、卵
1コ、マヨネーズ大さじ２、塩２つまみを混ぜ
て生地を作る。

③生地に①を混ぜて型に入れ、チーズをのせて
180度のオーブンで20分焼く。
   ※三枚肉・ごぼう・こんぶ使用　
   

三枚肉のレタス炒飯
＜作りかた＞
①重箱の具材※をさいの目に切る。
②フライパンで軽く炒めて、ご飯、溶き卵を
加えて炒める。
③最後にレタスをちぎって加えて炒め、塩こ
しょうを軽くふる。
   ※三枚肉・ごぼう・かまぼこ使用

お総菜マフィン～冷めても美味しい～

食品製造業
0.5万t 食品卸売業

0.4万t
食品小売業
0.4万t

外食産業
1.4万t

食べ残し
2.4万t

直接廃棄
1.1万t

年間食品ロス量
6.1万t

（41kg/人）事業系
2.6万t

家庭系
3.5万t

（24kg/人）

☆彩りにブロッコリーも
入れました。

　今年もお盆の季節がやってきました。沖縄の年中行事に欠かせないのが、『重箱料理』。お盆で
は重箱料理をはじめ、たくさんのごちそうでご先祖様をおもてなしします。もしも！お盆のあ
とに重箱料理が残っていたら、それを素材に新しい料理を作りませんか。

簡単で
美味しい
レシピ紹介

～那覇国際高校家庭クラブ考案～
美味しくうさんで～大作戦!! [重箱リメイクレシピ]

～那覇国際高校家庭クラブ考案～
美味しくうさんで～大作戦!! [重箱リメイクレシピ]

保護・援護課  電話：098-866-2428　　FAX：098-866-2758問い合わせ 

県警察本部人身安全対策課  電話：098-862-0110（代表）問い合わせ 

県 動きの

　県警察では、性犯罪等の前兆とみられる声かけ、つきま
とい等の事案に対する情報分析や捜査を行い、犯人や行
為者を特定し、検挙又は指導・警告を行う先制・予防的活
動を行っています。

　県内では昨年、子どもや女性を対象とした声かけやつき
まとい等といった性犯罪等の前兆とみられる事案が426
件発生しており、うち193件の行為者を特定し、検挙措置
や指導警告を行っています。
　前兆事案は、刑法などの法令違反に該当しない場合もあ
りますが、発生件数は年々増加傾向にあり、平成24年の
297件から10年間で年間129件増加しています。
　性犯罪等の被害を未然に防止するためにも、行為者を早
期に特定して指導や警告を行うことが重要です。

県 動きの

１.県警察の取組

　声かけやつきまとい等の犯人や行為者を迅速に特定して
検挙・警告を行うためには、早期通報が重要です。不審者から
声をかけられたり、つきまとい等の被害に
遭った場合や不審者に関する情報は、110
番通報か最寄りの警察署等へ情報提供し
て頂くようお願いいたします。

2.前兆事案の発生状況（令和３年中）

3.県警察からのお願い

県警ホームページ
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　今年は、本土復帰50年の節目の年であり、新型コロナウイル
スの感染状況を踏まえながら、昨年よりも規模を拡大し、来賓と
して岸田内閣総理大臣、細田衆議院議長、山東参議院議長をお
迎えして、地域代表や遺族会の代表など３２７人が参列しました。
　式典では、追悼のことば、平和宣言、「平和の詩」の朗読や来
賓のあいさつ等がありました。

　沖縄県遺族連合会の宮城篤正会長は、追悼のことばで、「私
達は、今後二度と『戦没者遺族を出さない』という強い信念を
もってこれからも活動を続けてまいります。」と述べられました。
　また、追悼式典の来賓あいさつの中で、岸田内閣総理大臣
は、「戦争の惨禍を二度と繰り返さない。この決然たる誓いを貫
き、世界の誰もが平和で心豊かに暮らせる世の中を実現する
ため不断の努力を重ねていくことを、改めて、み霊にお誓い申
し上げます」と述べられました。細田衆議院議長及び山東参議
院議長も戦没者の追悼と平和に対する思いを述べられました。

　玉城知事は、平和宣言において、「慰霊の日に当たり、国籍の
区別なく、犠牲になられた全てのみ霊に心から哀悼の誠を捧げ
るとともに、平和の尊さを正しく次世代に伝え続け、国際平和
の実現に貢献し、すべての県民が真に幸福を実感できる平和
で豊かな沖縄の実現を目指し、全身全霊で取り組んでいく」こ
とを宣言しました。
　沖縄市立山内小学校２年生の德元穂菜さんは「こわいをしっ
て、へいわがわかった」と題して、77年前の沖縄戦が描かれた
絵画を観た時に急に怖くなった経験から「せんそうがこわいか
ら　へいわをつかみたい　ずっとポケットにいれてもっておく
　ぜったいおとさないように　なくさないように　わすれない
ように」と平和を守り続けたいという
素直な気持ちの詩を朗読しました。
    　 

令和４年沖縄全戦没者追悼式令和４年沖縄全戦没者追悼式
１ 沖縄全戦没者追悼式

２ 追悼のことばと来賓あいさつ

３ 平和宣言と平和の詩

※2ページ「県政フラッシュ」にも
　関連記事があります。
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